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論 文 内 容 の 要 旨

本研究は従来光学顕微鏡的記載にのみ止まっていた犬の心臓刺激伝導系を始めて電顕的に観察 し, あわ

せて近年解明されつつある特殊心筋の組織化学生化学さらに電気生理学的特性の微細構造学的考察を試み

たものである｡

算 1編 Purkinje 繊維

正常雑種犬をイソミタール 麻酔人工呼吸下日嗣如し､摘出後可及的速かに H is 束末端部, 左右脚, 仮鹿索

および心室心内膜下における特殊心筋電顕標本を作成観察 した｡ これらはかなり共通 した特徴的な微細構

造を示 し, 若干の点で一般心筋のそれと区別される｡ 特殊心筋繊維もまた一般心筋繊維の場合と同様に細

胞単位より成る｡ 個々の細胞は問質とは筋鞘で堺され, 柏隣れる細胞とは聞入盤で接合 し, 内部には筋原

繊維, 糸粒体, 活面および粗面小胞体, 秩, G olgi装置等を含む｡ ■筋原繊維の微細構造は一般心筋のそれ

と同株であり, 多くは細胞長軸に沿って走り, 聞入盤に終るが, 一般に疎少の傾向があり, また場処によ

り種々の方向に分岐するのが特徴的である｡ 糸粒体は楕円形円形また時に分岐状で二重膜に囲まれ内部に

多数のクリスタと比較的均一な基質を含み, 大きさは一般心筋細胞のそれらに比 し見かけ上明らかに小さ

く, 原形質内に散在する｡ 活面小胞体は筋原繊維の周辺では一般心筋細胞の場合同様網状の配列を示 しま

た筋原繊維が筋鞘に接近する場処では筋原繊維のZ 背位と, それに向って陥入する筋鞘の問に介在する｡

Purkinje細胞では原形質が時に大きな部分を占めるがそこで円形楕円形ないし分岐状の活面小胞体の断面

が多数認められることがあるのが特徴的である｡ 活面小胞体はまた時に, 糸粒体 や 筋鞘の P inocytotic

vesicle とも密接な位置関係を示す｡ Purkinje 細胞では時に粗面小胞体が認められるのが大きな特徴でこ

れらは特異な平行柵状の配列を示すことがある｡ 核は一般心筋のそれと同様の構造を示す｡ 水酸化鉛染色

で原形質内に糖原に関係すると思われる濃染願粒(12-90m /↓)の出現することがある｡ 問質には毛細血管,

繊維細胞, Collagen 繊維, また, 無髄神経繊維を認める｡

第 2 編 洞房及び房室結節
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電顕用包埋標本より厳重な光学顕微鏡的同定の下に洞房および房室結節主要部, 洞房結節動脈また房室

結節に隣接する神経節の超薄切片を作成観察 した｡ 両結節主要部の微細構造は互いに類似 し, これらは小

かつ不規則な形態の特殊筋細胞の複雑な配列と間質における豊富な神経成分の存在により特徴づけられる｡

特殊筋細胞は互いにその原形質膜で多面的に相接 しながら束状になったりあるいは, 多数の細胞の複雑な

集塊となり共通の基底膜に被はれる｡ 筋原繊維は比較的疎少で方向も不規則であるが細胞境界においては,

その他の心筋細胞の場合と同様な態度を示 して終る｡ 原形質には, 多数の比較的小形の糸粒体の他に多 く

の活面小胞体また時に粗面小胞体を見る｡核は細胞の大きさに比 し比較的大きい場合が多 く-,核小体を含むO

核の近 くに G olgi 装置を見ることがある｡ 問質には部分的または全体的に Schw ann,細胞に囲まれた無髄

神経軸索が多数見 られるが, また時に, 有髄神経繊維も認められる｡ 軸索はしばしば多数の小 さいvesicle

や糸粒体を含み筋細胞に近接するが他の組織において記載 された神経筋接合に相当する像は見 られなかっ

た｡ 問質にはその他, 繊維細胞, C ollagen 繊維, 毛細血管, 細動静脈等が認められる｡ 房室結節に隣接

する神経節では神経細胞はそれぞれ随伴細胞に囲まれ, 内部に粗面小胞体よりなる N issl小体, agranular

reticulum , 糸粒体 , dense body,また核等を含む｡ 洞房結節動脈は申膜外用の平滑筋細胞の配列が不規則

であるが, 内膜, 申膜, 外膜の各微細構造は原則的には, 一般動脈のそれ等に一致する｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

H is 束末端部, 左右Jj肌 仮塵索および心室心内膜下の Purkinje 繊維はかなり共通 した特徴を示 し, 一

般心筋繊維と区別 されるo Purkinje 繊維は細胞単位よりなり各細胞は問質とは筋鞘で, また相隣れる細胞

とは聞入盤で界されるO 筋頂繊維は珠少のイ蜘旬を示 し, 糸粒体は小でilll日柄小胞体の他に粗面小胞体をみる

のが特徴的である｡ 洞扉および房室結節は小かつ不規則な形の筋細胞が複雑な配列を示 し, また問質に神

経成分が拙 詔こ存在するのが特徴的である｡ 筋原繊維は疎小かつ方向不規則で糸粒体は小, 核は大で紬山

および粗tlrf小胞体をみる｡ 神経軸索にはしばしば多数の小胞また糸粒体を含むが, 特別な神経筋接合部は

ない｡ 房室結節に隣接する神経節細胞は随伴細胞で囲まれ, N issl小体等を含む｡ 洞房結節動脈は刑膜外

周cf)平滑筋細胞の配列が不規則であるが全体 としては一般動脈の構造に一致する｡ このように本研究は学

術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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